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　　　　　　　　　　緒　　言

　　腎結核に嘗て患腎摘出後，吾々泌尿器科医が

最も苦心するのぽ，膀胱結核の治療である。これ

に就いては，從來自然治癒に待つより仕方なかっ

たが，最近の結核化学療法の進歩により，ストレ

プトマイシン（以下「ス」と略記する），パス，ネオ

マイシン，チビオン，ネオミノハーゲンAT等が

相次いで登場し，ここに新しV・曙光が見出される

に至った。

　　「ス」の治療効果につV、ては，米國はもとより，

本邦に於ても多数の報告があるが，わが教室に於

ても「ス」を患腎摘出後の膀胱結核に使用し，化

学療法を行わなかった症例の成績と比較槍討した

ので，それに就いて報告する。．

　　　　　　　　　実瞼方法

　　腎結核の診断の下に患腎を摘出した症例，及び両腎結

核例に，本剤を麺常11日量1g，12時間毎に0．5g宛轡筋

内に注射した。全量は5り）30gを使用した。但し全量5g

使用例では日量0．5窪，12時間毎に2回分注した。何れも

「ス」を箪独投輿し，他の結核化学療法剤は併用しなかっ

た。

　　効果は腎摘出前後の膀胱鋭所見，排尿痛，排尿回数，

尿所見及び膀胱容量から列定したが，多数の実瞼例の中，

ここでは確実に効果を観察し得た偏腎別出後の膀胱結核36

例，両側腎結核6例，計42例について報告する。

　　偏側腎結核例ではこ．れを膀胱病i変の程度から下記の3

群に大別して観察した。

　　第1群（16例）：　膀胱粘膜に箪に発赤，浮腫，結節を

有するか，或は少数の小さく浅い潰瘍を認めたもので，志

賀教授つ分類の第1度，第2度に相当する。

　　第2群（13例）：　膀胱病1i膜に比較的廣汎に亘る潰瘍の

認められるもので，志賀教授分類の第3度に相当する。

　　第3群（7例）1　碕ど膀胱粘膜全面に拡がった高度の

病変を有するもので，志賀教授分類の第4度，． 謔T度に相

当する。

　　なお同時に「ス」を使用しない21，例を対照として比較

観察した。

　　両側腎結核6例では，中3例は病変高度の患腎を摘出

したが，残る3例は腎摘出を施行しなかった。これらの膀

胱病変は3例が第2群に，3例は第3群に相当し，いずれ

も「ス」30gを使用した。

　　　　　　　　　実瞼成績

　　　　　　［A］　偏腎結核に於ける効果

　　　　　　（36修iTJ，対H員2M列）　（第1．表）

　　　　　　　　1）自覚症状
　　（i）排尿痛：　全　36例中，治療後排尿痛の完全に消

：失したものが19例，著しく軽快したものが12例，計30例

（83．3％）に効果を認めた。然るに対照21例では，・申5例

（22．9％）に排尿痛の軽快を認めたに過ぎなかった点は「ス」

が明らかに著効のある事を示すものである。膳胱病変の軽

度なもの程治療効果が著しく，第1群の如きは，工Og使用

の1例を除けばすべて「ス」に頁く反慮し，　僅か5gの使

用でも4例の中3例が排尿痛が浩失し，ユ例は軽快した。

第2騨では第1群に比して効果が少しく劣っていたが，13

1）志賀＝グレンッ，4，1284（昭5）．
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第1表　判司腎結核摘出後の効果

．「ス」使用量　（9）
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例中11例に有効で，対照（6例中1例軽快）Pc　」’ヒして明ら

かに効果があった。第3群の如き膀胱病変高度のものでは，

20g使用の3例の巾2例に有効であり，　ま．k　10gの使用

の4例では，軽快したもの2例，不変或は増悪したもの2

例であって，対照例（5例の中2例軽’1央，工例不変，2例増

悪）と比較して著明な効果の差違は認められ，なかった。

　　（ii）排尿回数：　全36例の中21例（58．3％）に排羅1亘1

数の減少が認められ，対照例（2］f夢1申5例減少；23．8％）に

比較すると相当の効果が覗われた。

　　病変程度との関係は排嶽痛の場合程効果の差違は詔め

られなかったが，第1群16例では8’例，第2群14例では

8例，第3群7例では4例とそれぞれ排厩回数の減少が認

められ，病変度の進む程宿目立っていたのは，第1群の如

き軽症例では始めから三碧頻数が認められなかった例があ

った爲かと考えられる。

　　　　　　　　　2）他覚的所見

　　（i）歴所見：　尿潤濁，膿球，赤血球，結核菌及び蛋

白の言肯長を示標として観奏した。36例の申26例（70．6％）

に改喜が認められ，対照（21例中改善2例；43．0％）に比較

して有効であった。

　　羅所見もまた膀胱病変の程度に著しく左右され，第1

群では16例の中全く効果の無かった1例を除いては，本

剤により尿は肉眼的に澄明となり，槍鋭的にも赤血球，白

血球が著明に減少し，結核菌は全く沿失し，対照例（10　iillj

中改善7例）よ．り効果が棺目立っていた。然るに第2群で

は13例の中改善7例，対照（6例申改善…1例），第3群では

7例の中改善4例，対照（5例中改善1例）と第1群に比し

て効果は劣っていたが，それぞれ対照例に比して著効を示

していた。

　　（ii）膀胱鏡的所見：36例の中結核病変の悉く治癒し

たもの9例，改善したもの21例で，計30例（83．3％）に効

果を認めた。対照21例の中改：善したものが僅か6例（28．6

％）に過ぎなかった点と対比して「ス」は極めて優れた成績

を示していた。発赤，俘腫：，結節等の軽度な膀胱病変は比

較的速かに溶失し，浅いtJ・潰瘍は治癒後十一が認められな

かった。

　　第1群16例の中治癒5例，改善10例，計15例で1例

を除けば著効が認められ，対照（10例の中改善21タ1）に比し

て「ス」の有効な事が認められた。第2群では13例申治癒

4例，改善6例，対照（6例中改善餌　1），第3群では7例中

改善5例，対照（5例申改善2例）で第1群に比し効果が劣

るとは言え，対照例に比べると催かに有効な事が認めちれ

た。．第3群の20g使用例では発赤の沿失，潰瘍面の縮小

等；治癒傾向を示したもの侵あったが，　第2群の10g使用

の1例，20g使用の3例の如く，ほぼ完全治癒を営んだも

のはなかった。　ただ第3群の20g使：用の1例にi皆明な膀

胱の疲痕萎紺，勝臓状肉芽形成と1軽度の尿道狭窄を継発

した事実は注目されたD

　（iii）膀胱容量：．「ス」剤景こより膀胱容：量増加の傾向力：，

全36例の中24例（66．6％）に認められた。これに反し，対

照側では21例の中4例（19％）に過ぎなかった。　この中特

異な経過をとったものとしては，第1群の10g使用例に於
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て新鮮肉芽面からの出血に影響．されて一過性に250ccより

150ccに減少し，後暫くして正常量に戻ったもの，或は第

3群の尿筒狭窄併発例で】50ccから250ccに聡寵し，2筒

．月後に再び80ccに減じたものがある。

［B］　両側腎結核に於ける効果（第2表）

6例何れも「ス」30g使用しての観察であるが，殆ど

　　　　　　　　　　　　　　　　第2表

効果の認められなかったのは僅か1例で，他の5例は多か

れ少かれ症状の改善が見られた。

　　排嶽痛は5例＋（，排尿回数及び尿所見は殆ど大部分に，

膀胱鋭所1見は4例に改1善し，ll考胱容：量は5例に増加を認め

た。然し尿申綜核蔚は腎摘出を施行しなかった2例に「ス」

注射終了後も屡々検出された。

両側腎結核に対する効果
、
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［C］副作用（第3表）

　　全42例の中5g使用例では何等副作用を起さなかっ

たが，10g以上の使用例では6例に軽度の訓作用を認めた。

　　ユ09及び209使用各1例に軽度の頭痛，嘔吐，209

使：用の1例に舌のしびれ感，30g使用の2例に眩鞭，1例

に耳鳴り及び難聴を認めたが，何れも軽微で申止後間もな

く回復し，腎刺戟症状，例えば円柱梅島は1例も出現しな

かった。

第3表注射量と効果の関係
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されたものを著効，374症状の改善されたものを効，2症

状のみ改善されたものを稻効とした。

　　5g使用（0．5910　H　ll｛］使」’刊）の4例では中3例が著効，

1例が効で：無効例は無かった。こオしはすべて膀胱病変の軽

度な第1群に腐するものであった。10g使用の20例では

中］O例著効，6例が効，3例が稽効を示し，無効は1例に

過ぎなかった。無効乃至梢効の4例は何れも膀胱病変の第

3群に属すζものであった。20g使用の12例の中6例が

著効，4例が効，稽効が2例であって無効例は無かった。

　　また30g衝用の6例はすべて両側腎結核例であった

が，1例が著効，3例が効，1例が稽効，1例は無効であ

った。

　　2．膀胱病変程度と効果との関係（第4表）：　第1群

16例ではU例が著効，5例カミ効で時効乃至無効例はtc＿　．〈　S

第2群16例でも9例が著効，6例が効；1｛ダ1が糟効で矢瞬

り無効例は無かった。可塑膀胱病変の高度な第3群では著

効例は1例も無く，10例の中s効が僅かに3例，棺効が5

例で，無効例が2例も見．P　＃vた。

　　　　　　第2表膀胱病変と効果の関係

病変度

　　以上の成績を一括すると，本剤の膀胱結核に

対する効果は，1）排尿痛の軽快，2）排尿回数の減

少，3）尿所見及び膀胱鏡所見の改善，4）膀胱容量

の増加等自覚並びに他覚劇症1伏に著効を示し，何

れも対照例に比較して顯著な効果を確認し得た。

　　これらの成績を注射量及び膀胱病変度と比較して観回

して見よ5。

　　1．注射：量と効果の関係（第3表）：偏物腎結核36例，

両側腎結核6例，計42例につき，排尿痛，尿意頻数，尿所

見，膀胱金的所見及び膀胱容量の5項目の中全症状の改善
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　　以上の結果より「ス」の膀胱結核に対する効果は，膀

胱病変の軽度なもの程有効であった。何れにしても42例

の中2例の無効例を除けば多かれ少かれ効果を認めた点は

「ス」が膀胱結核に対し卓効を示すものであって，從來の化

学療法剤た比べて格段の相違を示すものと言い得るQ
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考　　按

　　（1）治療効果：「ス」の結核に対する作用機

縛に関しては，種々な実験的根擦から「ス」の結

核菌抑制作用は不完全であるとの悲観的見解をと

っているCorper＆Cohn2）は別として，「ス」が結

核菌に対し発育抑制作用を有する事は一般から認

められてV・る。叉現在までの臨床的経験から「ス」

の効果が臓器の種類並びに結核病変の程度により

著しく異なる事も知られてV・る。之を一般的に云

えば粘膜，漿液膜，皮膚，臓器表展の結核に対し

ては良く作用するのである。膀胱粘膜に：対する効

果につV・ての諸家の成績は一致して極めて有効な

事を示しており，Cook＆Gr6ene3）は膀胱鏡的に

3／4が軽快し，潰瘍も牛追に治癒したと述べ，本

邦に於ける市川4），楠5），富川Ci），土屋7），荒木8）等

の報告も膀胱病変の軽度なもの程イ丁効であり，末

期萎縮膀胱には殆ど無効である点で一一致してV・る。

叉赤崎9）は「ス」が病理チ彗糊学的に：膀胱及び尿管に：

対し卓効のある事を認めてV・る。吾々の経験も全

42例中2例を除けば・　何れも多かれ少なかれ効．

果を認めた。殊に排尿痛及び膀胱鏡的所見に対し

てぽ顯著な効果を見ている。

　　斯くの如く「ス」が膀胱結核va対し顯著な効

果を：示すのは，血管に富む膀胱粘膜に「ス」が良

く到達する事と，「ス」を含む尿により潰瘍が清浮

’化される事に：よるのであろう。而も膀胱病変が軽

度な程奏効する事は云う迄もないが，吾々の経験

例でも膀胱病変の最も軽度な第1群ユ6例では全

例に：著効の認められた点は注口に：値した。

　　次に注目すべきは結核潰瘍の急速なる四馬治

癒により，尿管，尿道等に狭窄を継発する事であ

る。尿管狭窄経適例については既に，Lattimerlo，

Rinker11），土屋7♪，稻1［i1L，）等の報告があるが，吾々

も病変高度な膀胱結核の1例に別て「ス」209使

用後尿道狭窄を継発した経験を持っている。

　　2．「ス」二二法：現在本邦に於ける投與法

は，ほぼ1日目19，2回分注，40日闇連続という

形式によっており，・米國の文献に見られるCook3）

の1日量1～29，1～25年闇s、N　esbit13）の1日量

29120日闇，Lattimerto）の1日量1～1．89，120

日間よりは遙かに少量である6然しこれ等の投輿

法は云う迄も無く腎結核を対象としての事である

が，腎摘出後の膀胱結核に使用する場合は，残腎

結核の恐れ無き限り少量（10～209）でも有効であ

ると考えられる。吾々の経験では僅か全量5g使

用でも著効を見た点は注目に値した。「ス」を血中

に長時閥有効以上に保つ事は必ずしも治療の必要

事件では無く，むしろ長期間使用により惹起する

副作用の点からも，第1群の如き軽症例には少量

投與を選ぶべきであろう。

　　3．副作用：「ス」療法の欠点として大きく

取り上げられているのは毒性と結核菌の抵抗獲得

との問題である。副作用は1日量及び使用期聞に

左右される事は云う迄も無V・が，「ス」に最も特異

にして屋々量る副作用は淋経系に及ぼす障碍，特

に聴榊経障碍であって，その頻度も高い。一般に

長期に且つ大量（1日19以上）使用の場合に多く，

通常1日量19，120日間の蓮用では約20％に頻
発する（Smith14），1948）。

　　吾々の経験では42例中6例（14％）に副作用

を認め，中3例は309使用の両側腎結核であっ

た。これは勿論比較的多量用V・たことによるだろ

うが，腎機能不杢による血中濃度の上昇も叉見逃

し得ないだろう。吾々の経駕した副作用は何れも

軽度であ抄，「ス」中止後間もなく消失した。

結　　論

　（1）患腎摘出後の膀胱結核36例，両側腎結核

6例に「ス」日量0・5～19宛，総：量5～309投與し

2）　Corper　and　Cohn　：　J．A．M．A．，　137，　357　（1948）．

3）Cook　and　Greene二G．　of　UroL，60，187（1948）．

4）市川・大越二治療，31，542（1949）．

5）　非南：　最素斤医学，　4，　509（1949）．

6）富川：臨陳と研究，26，787（1949）．

7）　土屋：？台療，33，ユ31（1951）．

8）荒木・他：．臨床皮泌，4，453（1950），

9）　赤11奇：臣髭牙餐，3，154（1950）．

10）Lat七irner　e七al＝Am．　Rev．　Tubec，61，518（1950）．

11）　Rinkel　：　J．　of　Urol．，　64，　242（1950）．

12）藍田：日結，10，133（1950）．

13）　rSesbit　and　Bohne　：　J．A．M・A．，　138，　937（1948）．

14）Smi七h：Report　of　the　Counail，　J．A．M．A．，138，594

　　（1948）．
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曜

た場合の膀胱結榎に対する効果を，化学療法を行

わなかった21例の成績と比較槍言寸した。

　　（2）全42例中著効の見られたのは20例．（47．5

％），著効とは云えぬ迄も明らかに効果のみられた

ものは14例（33・3％），やや効いたと思われるもの

は6例（14．3％）で，結局無効の2例を除いては多

かれ少なかれ効果を認めた。

　　（3）排尿痛に対する効果が最も顯著で，42例

の中20例は完全に消失し，ユ5例は著しく軽快し

た。尿意頻数に対しては排尿一塁顯著では無かっ

たが，矢張りかなりの効果がみられた。

　　（4）膀胱鏡的には，両側腎結核では結核病変

の治癒乃至軽快したものは無かったが，患腎摘出

後の膀胱結核では結核潰瘍の完全に治癒したもの

が9例にみられ，著しく縮少したものが20例に

上った。特に病変の軽度なもの程その影響がより

．顯著であった。

　　（6）膀胱病変高度な209投與の1例に著明な

萎縮膀胱と軽度の尿道狭窄が継発したことは注目

に値した。

　　（7＞副作用は全42例申6例（14％）に認めた

が，何れも中止後聞も．なく回復：した。

　　　　　　　　　　　　　　　　（27．5．2受イ寸）

其の他主な参考交献

1）佐々：化学療法，第1版（昭和25年）．

2）　4、Jil：　i］結，9，221（1950）．

3）医学のあゆみ：9，346（1950）．

4）　飯塚：　H結，　10，599（1950）．

5）禰原：日本医事新報，1432，2761（195①
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7）藤田：臨豚，4，386（195i）．

Summary

　　A　report　on　42　cases・of　tuberculos　cystitis　treated　with　streptomysin　as　compared　to　21　cases　not

receiving　any　chemical　treatment　Out　of　the　42　cases　36　had　renal　tuberculosis　of　unilateral　kidney　〈the

　．
other　kidney　had　been　removed）　and　6　had　tuberculosis　of　bilateral　kidney・　A　total　of　5　to　30　g　was

administered　in，　doses　va‘rying’　from　O．5　to　1．0　．g　daily．　The　effects　were　observed　through　vesicat　l

symptoms：　burning　and　frequent　urination，　urinary　findin．crs，　cystoscopic　findings　and　vesical　capaci’ty．　Out

of　the　42，　20　showed－remarkable　improvement，　14　fair，　6　some　and　2　none．

　　The　improvements　were　out　standing　in　burnin．cr　urinatlon；　out　of　the　42　cases　symptoms　cempletely

vanished　from　20　and　15　improved　strikingly．・

　　Against　frequent　urination，　obvious　improvements　were　also　observed　which　however　were’　not　as

remarkable　as　in　the　cases　of　burning　urination．

　　Cystoscepically　in　q．　cases　ulcers　completely　disappeared　and　in　20　ulcers　were　reduced　remarkably．

The　slighter　the　lesions　were　／the　more　conspicuous　the　improvements．　lt　is　worthy　of　notice　that　in　one

serious　cases’　in　which　20　g　of　streptomycin　was　administered，　contracture　of　the　bladder　and　stricture　of

the　urethra　resulted．

　　III　effects　were　observed　in　6　cases　out　of　the　42　which　hQwever　disappeared　shortly　eafter．termina－

tion　of　injections．


